
■ 保冷性能テスト（保冷剤なし／900ml 凍結水のみ／自社試験） 

【試験概要】 

• 試験者：自社試験 

• 試験環境：室温 約 25〜26℃、湿度 約 55〜63％ 

• 使用物：900ml 凍結ペットボトル（2 本） 

o 1 本をバッグ内へ 

o もう 1 本をバッグ外（比較用）へ 

• 経過時間：9 時間 

• 目的： 

o 保冷剤を使用しない場合、氷がどれくらい残るか 

o 外気に置いた場合との溶け方の違いを比較する 

 

 

 

 



■ 写真から読み取った測定結果 

1. 開始（AM7:00） 

• 外気温：26.6℃ 

• バッグ内温度：26.3℃ 

• どちらも 完全凍結した状態でスタート 

 

 

 



2. 1 時間後（AM8:00） 

 

• バッグ内（左） 

o 半分以上がまだ氷のまま 

• バッグ外（右） 

o 30％ほど溶け始め、結露が多い 

→ バッグ内は明らかに溶ける速度が遅い 

 

 



3. 3 時間後（AM10:00） 

 

• 氷の残量： 

o 全体の 70％ほどがまだ氷 

o しっかり冷たさを維持している 
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. 6 時間後（AM13:00） 

 

• バッグ外の氷：完全に水へ。 

• バッグ内の氷：まだ明確に残っている（中央に芯が残る） 

→ 保冷剤なしでも「外気よりも溶ける時間が大幅に遅い」 と確認できる 
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. 9 時間後（AM16:00）終了 

 

• バッグ内の氷： 

o ほぼ溶けきった状態だが、ほんの少しだけ冷たさが残る程度 

 

 

 

 



■ 結果まとめ（表形式） 

経過時間 バッグ内の氷の状態 外気側の氷の状態 バッグ内温度 外気温度 

0 時間 完全凍結 完全凍結 26.3℃ 26.6℃ 

1 時間 8 割ほど氷 5 割ほど氷 – – 

3 時間 6〜7 割氷 表面の氷はほぼ消失 19.1℃ 約 25℃ 

6 時間 3〜4 割氷 完全に溶解 – – 

9 時間 わずかに冷たい（ほぼ溶解） 完全に水 19.1℃ 25.1℃ 

 

■ 試験から分かったポイント 

✔ 保冷剤なしでも “氷の持ち時間が長い” 

外気に置いた氷は 6 時間で完全に溶けたのに対し、 

バッグ内は 9 時間後でも中心に氷が残っていた。 

※本製品は、日々の買い物を快適にするための保冷・保温サポートバッグです。 

掲載している温度データは当社が行った自社試験の結果で、 

実際のご使用環境（内容物・外気温・開閉頻度など）によって温度の変化は前後しま



す。 

生鮮食品・要冷蔵品・温かい食品などは、普段と同じようにお取り扱いいただくよう

お願いいたします。 

 


